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【研究要旨】 

健康寿命の延伸、医療・介護コスト削減が課題となっており、要介護認定を受ける高齢者の増

加を防ぐことも食事摂取基準を考える上で重要である。本研究では比較的肥満度の低い集団にお

ける要介護発生率の低い体格指数の範囲を明らかにするために、生活機能障害の新規発生をア

ウトカムとし、Body Mass Index との関連を調査した観察研究について文献レビューを行った。文献

の対象者はベースライン時点で生活機能が自立した 65 歳以上の地域在住高齢者とし、追跡期間

5 年以上の縦断的観察研究を対象に Pubmed を使用して文献検索を行った（2022 年 9 月）。505

件が抽出され、最終的に適格基準を満たした 6 件の文献が採択された。他国の報告を中心に

ADLの指標はKatz Index が用いられる場合が多く、日本人を対象とした文献（2 件）ではアウトカム

に要支援が含まれていたため生活機能が比較的保たれた対象者を含んでいる可能性があった。

我が国における BMI と要介護認定を扱った縦断的観察研究は極めて少なかったため、今後の研

究増加が必須である。 

 

A. 背景と目的 

日本人の食事摂取基準 2020 年版では、エ

ネルギーの指標に Body Mass Index （BMI）が

採用されており、目標とする BMI の範囲が示さ

れている。目標とする BMI の範囲は、文献レビ

ューと共に日本人の BMI 分布を考慮して検討

された結果から「観察研究で確認された総死

亡率の低い BMI の範囲」と定義され、年代別

に示されている。一方、超高齢社会において

は健康寿命の延伸、および、医療・介護コスト

削減が課題となっており、その意味では、要介

護認定を受ける高齢者の増加を防ぐことも食

事摂取基準を考える上で重要である。 

本研究では比較的肥満度の低い集団にお

ける要介護発生率の低い体格指数の範囲を

明らかにするために、生活機能障害の新規発

生をアウトカムとし、Body Mass Index (BMI) 

との関連を調査した観察研究について文献

レビューを行うこととした。 

 

B. 方法 

65 歳以上の地域在住高齢者を対象として、

ある時点（ベースライン時点）の BMI とその後

の生活機能障害（日常生活動作（ADL）障害、

要介護認定）の新規発生との関連を縦断的に

検討した研究報告をまとめることにした。本レ

ビューの文献抽出は東邦大学医学部図書館

司書の協力を得て、データベース（Pubmed）を

使用し、2022 年 9 月 6 日に検索を行った。文

献検索に用いた式を表 1 に示す。本レビュー
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における文献スクリーニングは表 2 に示す適格

基準に基づいて行い、また、次の文献は除外

した： ①ハザード比、オッズ比、リスク比のい

ずれも扱っていない文献、②本文中で生活機

能障害を扱っているものの結果変数としては

扱われていない文献（例：層別化解析の変数

として使用）。このように、タイトル・抄録のみを

用いた一次スクリーニング、フルテキストを用い

た二次スクリーニングを経て、関連文献の抽出

と収集を行った。 

 

C. 結果 

検索式（表 1）により、505 件の文献が抽出さ

れた。一次スクリーニングにおいて、重複して

いる、言語が日本語もしくは英語ではない、研

究デザインが縦断的観察研究ではない、対象

者が特定の病気を有する集団または施設入

所者のみである、明らかに高齢者（65 歳以上）

が対象者に含まれない、BMI と生活機能障害

の関連を扱っていない文献を除外し、29 件が

選別された。フルテキストを精査した二次スクリ

ーニングではさらに、ハザード比・オッズ比・リ

スク比のいずれも扱っていない、生活機能障

害は扱っていても結果変数ではない（例：層別

化の変数として使用）、BMI 20kg/m²未満の対

象者が含まれていない、BMI 25kg/m²未満の

対象者が区分されていない、BMI と生活機能

障害について直線関連を想定した解析のみを

実施している、5 年以上追跡していない文献を

除外し、最終的に 6 件の文献が本レビューの

対象として採択された（図1）。その内訳は日本

からの報告 2 件 1, 2)、中国からの報告 1件 3)、

フィンランドからの報告 1 件 4）、フランスからの

報告 1件 5）、米国からの報告 1件 6）であった。 

 

D. 考察および結論 

文献検索において、文献の発表年に関する

期間を定めなかったにも関わらず、検索式にヒ

ットした文献数は505件、最終的に適格基準を

満たした文献は6件と少なかった。質の高い研

究を採択するためには、対象者の追跡開始後

一定期間内のイベント発生者を除外した文献

をレビューの対象とすることが望ましいが、その

ような対応を行っていた文献は、採択された 6

件のうち3件のみであった。他国の報告を中心

に ADLの指標は Katz Index7）が用いられる場

合が多く、入浴・更衣・トイレの使用・移動・排

泄コントロール・食事における介助の状態が評

価されていたが、日本人を対象とした文献（2

件）は、いずれもアウトカムに要支援が含まれ

ており、生活機能が比較的保たれた対象者を

含んでいる可能性があった。また、認知症や

脳血管疾患など特定の疾患が原因で要介護

となる場合も考えられるため、生活機能障害の

原因別の検討も必要と思われる。我が国にお

ける BMI と要介護認定を扱った縦断的観察研

究は極めて少なかったため、質の高い文献レ

ビューを行うには、今後の研究増加が必須で

あると考えられた。 

 
F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

１. 論文発表 

  なし 

２. 学会発表 

  なし 

 

H. 知的所有権の出願・登録状況 

１. 特許取得 

  なし 

２. 実用新案登録 

  なし 

３. その他 

  なし 
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表 1 本レビューにおいて用いた文献検索式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 本レビューにおける適格基準 
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図１ 本レビューにおける文献検索フローチャート 

 本レビューにおいて、あらかじめ設定した PECOSに基づき作成した検索式を用い、Pubmed にて

文献を抽出した後、タイトル・抄録のみを用いて文献を選別する一次スクリーニング、フルテキスト

を用いて文献を選別する二次スクリーニングを経て、本レビューの PECOS（適格基準）に合った文

献を採択するまでのフローチャートを示した。 
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